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内橋坪見廃寺跡
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右：現地説明会
中：礎石
左：調査風景
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柱穴の断面。
白線部分が柱の痕跡で、
その周りは柱を支える
ために突き固めた土。

掘立柱建物２の柱穴。1辺1.2m四方の正方形が並ぶ。
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柵

区画溝

掘立柱建物１

掘立柱建物２

内橋坪見廃寺跡で見つかった
奈良時代の主な施設。調査範
囲の外側にも広がっていて、
柵と区画溝が掘立柱建物を囲
うように配置されていた可能
性が考えられます。

大宰府式鬼瓦
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　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町協働
のまちづくり課まで。
☎ 938-0173  FAX 938-3150
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被爆67周年
長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典に参列いたしました

《今回、参加された方々より感想文を書いていただきました。》　
抜粋掲載　

子)原ばく資料館では原ばくがどれだけ熱く、ばく
風が強かったのかがわかり、そのために人間がた
くさん死んでいたので、とても悲しくなりました。
8月9日に長崎に行ってわかったことは、戦争は
家ぞくや友達をなくし、ひさんで悲しいことだと
いうことです。ぼくはこれから平和の大切さを心
にとめて生きていきたいと思います。

親)今回、式典に参加して戦後67年たっています
が未だに終わっていないと実感しました。平和が
どれくらい大切で貴重なのかを考え、8月6日・9
日・15日には必ず黙とうをし、犠牲者の冥福を祈
りたいと思います。

　（神谷　武翔士くん親子）

子)参列者の中には、被ばくされた方やい族の方
もたくさんおられました。ぼくは、となりの席の
方と話しました。原ばく投下の時は2才だったそう
です。中学生ぐらいだったお姉さんは、ひどいや
けどをおって手当ての方法がないまま、一週間後
に息を引きとられたそうです。とても苦しいよう
すだった、とご両親の話をちいさいころから何度
も聞いて育ったそうです。その方は「原ばくは、ど
れほどおそろしく、あぶなくてこの世界からなくし
てほしい」と話されました。そして「周りにこのこ
とを伝えてくださいね」と言われました。
　ぼくは二度と戦争をしてはいけないと思います。
ぎ牲になった人たちのためにも戦争のない平和な
世界にしなければならないと思います。

親)多くの外国の方々も長崎に関心を寄せられ、
訪れておられていたことが、強く印象に残ってい
ます。このことは核兵器のない、放射能の恐れの
ない、平和な世界の実現が、地球上全ての人の願
いなのだと信じてもいい、ということだろうと感
じました。

(神家　正二郎くん親子)

　8月9日、午前11時2分 ̶ 67年前、長崎に原爆が投下され、一瞬にして多くの尊い命が奪われ
ました。核兵器廃絶と平和への願いを親子で語り合う機会になればと、粕屋町在住の小学5年生とそ
の保護者2組4名の方と一緒に平和祈念式典に参列いたしました。
　参列席では被爆者の方が、思い出すのも辛いはずなのに、二度と惨禍を繰り返さないようにという
思いから、近くの子供たちに体験談を語り継いでありました。また、進行を務める高校生や給水のボ
ランティアなど、たくさんの若いスタッフが式典を支えており、平和を望む心はしっかり次の世代へと
引き継がれていました。長崎の町は街中が深い悲しみと平和への祈りに包まれているようで、被爆者
や遺族らと平和を心から祈りながら迎えたその日は、一生忘れられない記憶となりました。
　来年はみなさんも式典に参加し、親子で平和について考えてみませんか。

「
水
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の
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く
り
」
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３
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０
０
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●日時　11月10日（土）
　　　　午前10時30分～午後3時（予定）
●場所　サンレイクかすや

11月の第2土曜日（10日）は

　粕屋町では、「子どもをいつくしみ、はぐくむ輪を広げよう」「子どもについて町民一人ひとりが
考える日にしよう」ということを目的に、11月の第２土曜日を「かすや子どもの日」に制定していま
す。当日は、“かすや子どもの日　 わ っしょいフェスタ”と題して多数のイベントを予定しています。
　サンレイクかすや館内では、様々な遊びのコーナーや子どもたちが作成する「子どもの笑顔など
のポスター展示」などを計画しています。さくらホールでは、午前中は式典や「かばーる・ほ！」に
よる大型立体ブラックシアター、午後は保育士による楽しいステージが上演されます。また屋外で
はプレーパークやランチコーナーを実施する予定です。お楽
しみに。

●問合せ　粕屋町子ども未来課　☎938－0214 第４回かすや子どもの日  わ っしょいフェスタ
「かえっこバザール」コーナーの様子

「町長と語ろう」のお知らせ「町長と語ろう」のお知らせ
　「粕屋町に生まれて良かった、住んで良かった、住み続けたい」安全で安心して、
そして優しさや幸福を感じ暮らせるまちづくりを目指しています。
　町長と明日の粕屋町を語りましょう。
　希望される方は、下記にて申し込みをお願いします。
　なお、希望者多数の場合は抽選し決定します。申込者には、後日通知いたします。

●対象日　①11月14日（水）
　　　　　②11月28日（水）
●時間　A～Cの時間帯のうち1回（30分以内）。
　　　　　A 13:00～13:30
　　　　　B 13:45～14:15
　　　　　C 14:30～15:00
●場所　粕屋町役場（参加人数によりお部屋を
　　　準備いたします。）　　
●対象　粕屋町内在住又は在勤の個人、グルー
　　　プ、団体（1日3名（組）まで）
●申込方法　ハガキ又はふくおか電子申請でお
　　　　　申し込みください。

【ハガキ】
　住所・氏名・年齢・電話番号・参加予定人数・希
望日・希望の時間帯を明記のうえ、投函してくだ
さい。それぞれの開催日の1週間前（①11月7日、
②11月21日）まで。（消印有効）

【ふくおか電子申請】
　インターネットで、「粕屋町　ふくおか電子申請」
を検索し、「町長と語ろう」の画面に従って入力し
てください。それぞれの開催日の1週間前（①11
月7日、②11月21日）まで。
●問合せ・申込み先
　〒811－2392　粕屋町駕与丁1丁目1－1
　粕屋町協働のまちづくり課　☎938－0173

刃
物
研
ぎ

〜
刃
物
を
生
き
返
ら
せ
ま
す
〜

　
家
庭
の
台
所
な
ど
で
使
用
す
る
包

丁
・
小
刀
・
は
さ
み
・
鎌
な
ど
の
刃

研
ぎ
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
注
文
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
実
施
日
　
10
月
16
日（
火
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30

分
●
場
所
　
粕
屋
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
車
庫
前（
粕
屋
町
駕
与
丁

３
ー
２
ー
１
）　

●
料
金
　
１
本
３
０
０
円
か
ら
５
０

　
０
円
程
度

☆
60
歳
以
上
の
町
民
の
方
で
、
健
康

な
働
く
意
欲
の
あ
る
方
は
、
会
員

に
申
し
込
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

い
つ
で
も
電
話
で
ご
連
絡
を
。

●
問
合
せ
　（
社
）
粕
屋
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
　
☎（
９
３
８
）
３

３
０
０
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後納制度後納制度（国民年金保険料の
 納付期限の延長）

が始まります

お問い合わせは、『国民年金保険料専用ダイヤル』へ

０５７０－０１１－０５０
　　　　　050（一部）の電話、070の電話からおかけになる場合は　☎03-6731-2015
　　　　　お問い合わせの際は、基礎年金番号が分かるものをご用意ください。
　〈受付時間〉 月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分　ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後7時まで延長
　　　　　 第2土曜日　 午前9時30分～午後4時　（祝日、12月29日～1月3日はご利用いただけません。）

※ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからでも、市内通話料金でご利用いただけます。
　ただし、一般の固定電話以外（携帯電話など）からおかけになる場合は、通常の電話料金がかかります。
※ 「☎03-6731-2015」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。
※ 「0570」の最初の「0」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっているケースが発生していますので、おかけ
　間違いにはご注意ください。
※月曜日など休日明けや、お客様のお手元にお知らせが届いた直後（5日程度）は、電話がつながりにくくなっております。
　週の後半と月の後半は、つながりやすくなっておりますので、どうぞご利用ください。
　
●その他の問い合わせ 東福岡年金事務所…☎651-7129
 粕屋町総合窓口課国保年金係…☎938-2311 内線447

◆後納制度を詳しく知りたい

◆ご利用いただける方

◆お申し込みから納めていただくまでの手順

過去10年以内に国民年金保険料の納め忘れの期間のある方は、お申込みにより、平成
24年10月から平成27年9月までの3年間に限り、国民年金保険料を納めることができ
る期間が、過去2年から10年に延長（「後納制度」といいます）されます。

☞後納制度のメリット
　2年以上前の保険料を納めることにより、
　①将来受け取る年金額が増額
　②年金の受給資格が得られる可能性があります。

①20歳以上60歳未満の方
10年以内に納め忘れの期間（納付・
免除以外）や未加入期間をお持ちの方

②60歳以上65歳未満の方
①の期間のほか任意加入中に
納め忘れの期間をお持ちの方

③65歳以上の方
年金受給資格がなく任意加入
中の方など

不足していた期間を納めることにより…

年金受給
なし

年金受給
可能

1か月分の後納保険料を納めることにより老齢基礎年金が増額される目安としては…
786,500円　※平成24年度満額の年金額

480か月（40年×12か月）
≒1,638円（年額）増額
　 された年金額が毎年支給されます。

※延長される10年とは、納めようとする月前10年以内の期間です。
　（例）平成14年10月の場合　→　平成24年10月末となります。

※老齢基礎年金を受給している方は申し込みできません。

①申込書の送付依頼（日本年金機構HPからも取得できます）。
②年金事務所から申込書が送付されます。
③申込書に必要事項を記入のうえ、年金事務所に提出します。
　・年金加入期間の確認のため戸籍謄本などが必要な場合があります。
④年金事務所において申込書の審査・承認などを行います。
　・承認通知書、納付書、リーフレットが送付されます。
⑤納付書により金融機関・コンビニなどで納めてください。
　・市区町村役場・年金事務所では納められません。

お

　客

　様

年
金
事
務
所

金
融
機
関
等

①

②
⑤③

④
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「こんにちは　税務課です。」「こんにちは　税務課です。」

　今回は、年末調整の時期によく問題となりますパート収入と税金の話です。

　パートやアルバイトによって得た収入は給与所得となり、課税の対象となりますが、いくらから税金

がかかるのか、またいくらまでなら配偶者控除が受けられるかなどについて説明します。

　　★本人に税金がかかるかどうか(粕屋町の場合)

※1　均等割とは、住民税の基本料金部分であり、地域社会の費用の一部を広く均等に町民に負担し
ていただくもので、定額(町民税3,000円、県民税1,500円)です。

※2　所得割とは、前年中の所得の額に応じて負担していただくもので、税率は一律10％(町民税6％、
県民税4％)です。

※3　障がい者、寡婦（寡夫）、未成年者の場合は、所得125万円（給与収入2,043,999円）までは税
金がかかりません。

　　
★夫または妻が配偶者(特別)控除を受けられるかどうか

※3　配偶者特別控除とは、申告者の合計所得金額が1,000万円以下で、かつ配偶者のパート収入が
1,030,001円～1,409,999円の場合受けることができます。控除額は、配偶者の収入金額により
変わります。 

個人の町県民税(住民税)を納める外国人(納税義務者)

  外国人についても、1月1日現在町内に居住されている方で、次のような場合は、均等割と所得割
の両方が課税されます。
　●　1年以上継続して日本国内に居住している場合
　●　日本国内での居住期間は1年未満であるが、継続して1年以上日本国内に居住することを必
　　要とする職業を有している場合
　　　また、上記以外の場合でも粕屋町内に、家屋敷、事務所、事業所を持っている場合には均等
　　割のみが課税される場合があります。

(注意)  
　日本から出国する場合(帰国、1年以上日本から離れる)
　本人が出国した後の納税を処理する納税管理人を定めて市町村に届け出るか、出国前に住民税の
全額を納税しなければなりません。

●問合せ　粕屋町税務課住民税係　☎938-2311（内線424・425）

配偶者のパート収入(年額)
平成24年度分住民税・平成23年分所得税
配偶者控除 配偶者特別控除 ※3

受けられる 受けられない1,030,000円以下

受けられない
1,030,001円～1,409,999円 受けられる

1,410,000円以上 受けられない

本人のパート収入(年額)
平成24年度分住民税 平成23年分

所得税均等割 ※1 所得割 ※2

　965,000円以下 かからない
かからない

かからない　965,001円～1,000,000円

かかる1,000,001円～1,030,000円
かかる

1,030,001円以上 かかる
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項　目 対　象　者 自己負担額

がん総合検診 婦人がん検診

12/2(日） 12/10(月) 2/17(日) 2/18(月)
NEW！ 12/11(火)  NEW！ NEW！

胃がん 40歳以上 400円 ○ ○ 　 　
肺がん 40歳以上 100円 ○ ○ 　 　
大腸がん 40歳以上 200円 ○ ○ ○ ○
前立腺がん 50～80歳男性 200円 ○ ○ 　 　
結核レントゲン 65歳以上 無　料 ○ ○ 　 　
肝炎ウイルス 40歳以上で初めての方 200円 ○ ○ 　 　

子宮頸がん
・20歳以上の偶数年齢女性
・クーポン券を持っている方 300円 ○ 　 ○ ○

乳がん
・40歳以上の偶数年齢女性
・クーポン券を持っている方 500円 ○ 　 ○ ○

骨量測定 40～70歳の5歳節目女性 200円 ○ 　 ○ ○
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協
力
し
て
よ
り

に
ぎ
や
か
に
開
催
し

ま
す
。
駕
与
丁
公
園
で
み
ん
な
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
そ
れ
ぞ
れ
２
km

と
４
km
の
コ
ー
ス
）
が
あ
り
ま
す
。

終
了
後
、
交
流
会
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
23
日
（
祝
・
金
）　
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

（
少
雨
決
行
。
雨
天
時
は
、
か
す

や
ド
ー
ム
内
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
）

●
場
所
　
駕
与
丁
公
園
（
交
流
広
場

　
集
合
）

●
対
象
　
幼
児
（
幼
稚
園
年
中
組
）　

　
〜
大
人
の
方

●
定
員
　
２
５
０
名

●
料
金

　
大
人
（
高
校
生
以
上
）　
５
０
０
円

　
子
ど
も
（
小
中
学
生
）　
２
０
０
円

　
幼
児
（
未
就
学
児
童
）　
１
０
０
円

●
申
込
み
　
料
金
を
お
持
ち
の
う
え
、

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た

は
、
か
す
や
ド
ー
ム
受
付
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
　
10
月
15
日
（
月
）
〜

11
月
16
日
（
金
）　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

※

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
は
土
日
祝
、

か
す
や
ド
ー
ム
は
月
曜
日
が
休
館

日
で
す
。

●
そ
の
他
　
幼
児
は
保
護
者
の
方
と

一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
、
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

▽
粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎（
９
３
８
）
０
２
５
８

▽
か
す
や
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
☎（
９
３
９
）
５
１
３
０

※

ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
は
、
ラ
ン
＆
ウ

ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
（
か
す
や
ド

ー
ム
、
健
康
か
す
や
21
作
業
部
会
）

の
主
催
に
よ
り
、「
糟
屋
中
南
部

地
域
広
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
会
議
」
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
普
及

イ
ベ
ン
ト
「
か
す
や
漫
遊
健
康
ウ

ォ
ー
ク
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

ま
す
。

第３回

ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク

＆
あ
っ
た
か
交
流
会

歩
い
た
り
走
っ
た
り
、
ご
家
族
や
ご

友
人
、
お
一
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　がん検診の予約はもうお済みですか？
　12月2日（日）にがん総合検診・婦人がん検診を実施いたします。また、2月17日（日）・18日（月）にも婦人
がん検診の日程を追加いたしました。がんは初期の段階で発見して適切な治療を行うことで、非常に高い確率
で治癒します。ご自分のため、ご家族のためにぜひ受診しましょう。
　検診は事前予約制です。定員になり次第締め切りますので、どうぞお早めにお申し込みください。

※年齢基準日：平成25年3月31日
●会場　粕屋町健康センター（役場裏）

●受付時間　午前8時30分～午前11時

●自己負担金減免対象者　75歳以上の方、住民税非課税世帯の方、生活保護受給世帯の方、

　　　　　　　　　　　　無料クーポン券をお持ちの方（6月初旬に送付済）

　
●検診の予約　10月15日（月）から受付開始　（平日午前9時～午後5時）　　　　　

　　　　　検診予約ダイヤル ☎９３８－２４２１まで
　
●問合せ　粕屋町健康づくり課　☎９３８－０２５８　
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愛犬を散歩するときのルールとマナー愛犬を散歩するときのルールとマナー

１．犬はリード（引き綱）でつなぎます
　福岡県の条例により、犬を散歩させるとき放すことは禁止されています。

散歩のときは必ずリードをつけることはもちろん、犬のとっさの行動に対応

できるよう、リードは短めに持ちましょう。

　

２．フンは必ず持ち帰ります
　フンの放置も福岡県の条例で禁止されています。家まで持ち帰ることが飼

い主の責任です。

　

３．登録鑑札・狂犬病予防注射済票を首輪に装着します
　①登録（生涯１回）、②狂犬病予防注射（毎年１回）、③鑑札・注射済票の首輪

への装着、3つすべてが飼い主の義務です。

　もしも愛犬が迷子になっても、鑑札と注射済票がついていたら、飼い主の

元に帰ることができます。

１．室内で飼育しましょう
　　

　室内で飼うことで周囲への迷惑

をかけないだけでなく、事故や感

染症から猫を守る、迷子防止など、

多くの利点があります。

４．絶対に捨てないでください
　　

　猫を捨てることは犯罪です。

　やむを得ず飼うことができ

なくなったときには、新しい

飼い主を見つけるよう最大限

の努力をしてください。

３．迷子札をつけましょう
　　

　衰弱や事故などで自力で動けなくな

った多くの猫が負傷動物として保護収

容されています。これらの猫のほとん

どは、飼い主が判明していません。自

分の飼い猫に責任を持つためにも、

迷子札やマイクロチップなどの飼い主

が分かる標識を行いましょう。

２．不妊・去勢手術を行いましょう
　　

　猫は年に2、3回出産し、すぐに増えてしま

います。責任を持って子猫を生ませるのでな

ければ、不妊・

去勢手術をして、

繁殖をふせぎま

しょう。

５．最後まで責任を持って飼いましょう
　　

　猫は15年～20年くらい寿命があります。病気になった、体が弱って世話が大

変になったからといって、途中で放棄せずに、最後まで責任を持って飼いましょう。
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●
日
時
　
11
月
７
日
（
水
）・
８
日

（
木
）
の
２
日
間

　
７
日
（
水
）＝
午
前
８
時
50
分
〜
午

後
５
時

　
８
日
（
木
）＝
午
前
８
時
50
分
〜
午

後
１
時

　（※

両
日
と
も
午
前
８
時
20
分
受

付
）

●
会
場
　
粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防

本
部 

４
階
研
修
室
（
志
免
町
大
字

田
富
１
７
０
）

●
受
講
料
　
５
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

●
申
込
期
間
　
10
月
15
日
（
月
）
〜

11
月
２
日
（
金
）　
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

※

会
場
の
都
合
に
よ
り
60
名
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
講
習
科
目
の
一
部
を
免
除
で
き
る

者
　
次
の
方
は
「
防
火
管
理
の
意
義
及

び
制
度
（
２
時
間
）」
を
免
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習
の
課

程
を
修
了
し
、
免
状
の
交
付
を
受

『
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
』
の
お
知
ら
せ

粕
屋
南
部
消
防
本
部
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

け
て
い
る
者

②
自
衛
消
防
業
務
講
習
の
課
程
を
修

了
し
て
い
る
者

（※

免
除
さ
れ
る
方
は
、
初
日
の
講
習

時
間
が
午
前
11
時
〜
と
な
り
ま
す
。）

●
申
込
方
法
　
次
の
も
の
を
予
防
課

指
導
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
講
習
申
込
用
紙（
予
防
課
指
導
係
・

南
部
消
防
署
・
中
部
消
防
署
に
あ

り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
押
印

が
必
要
で
す
）

②
受
講
料
（
５
、
０
０
０
円
）

③
写
真
１
枚
（
縦
３
cm
・
横
２
・
５

cm
。
写
真
は
６
か
月
以
内
に
撮
影

さ
れ
た
正
面
、
無
帽
、
無
背
景
の

上
半
身
像
で
、
裏
面
に
氏
名
を
記

入
）
受
付
時
撮
影
可
（
無
料
）

④
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
提

示
）

⑤
修
了
証
な
ど
の
写
し
（
講
習
科
目

の
一
部
を
免
除
さ
れ
る
方
の
み
）

●
問
合
せ

▽
粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
　

予
防
課
指
導
係

　
　
　
　
　
☎（
９
３
５
）
６
３
８
９

▽
南
部
消
防
署

　
　
　
　
　
☎（
９
３
５
）
５
１
１
１

▽
中
部
消
防
署

　
　
　
　
　
☎（
９
３
８
）
３
２
１
６

ホームセンター、家電量販店、ガス事業者、防災設備取扱店などで販売しています。
（消防署では販売しておりません）

住宅用火災警報器を
設置しましたか？

　住宅火災によって亡くなる原因の
多くは「逃げ遅れ」です。
　
　住宅用火災警報器は、火災を早期
に感知して、あなたや家族の大切な
「いのち」を守ります。

●問合せ　粕屋南部消防組合消防本部 予防課指導係　☎９３５－６３８９

ｅ
か
す
や
ク
ラ
ブ
を
ご
存
じ
で
す
か
？

ｅ
か
す
や
ク
ラ
ブ
を
ご
存
じ
で
す
か
？

ｅ
か
す
や
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
よ
う

ｅ
か
す
や
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
よ
う

　
ｅ
か
す
や
ク
ラ
ブ
と
は
、
粕
屋
町

が
運
営
す
る
住
民
ポ
ー
タ
ル
（
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
で
す
。

　｢

皆
さ
ま
に
必
要
な
情
報
を
手
軽

に
お
届
け
し
た
い｣｢

ネ
ッ
ト
上
に
、

皆
さ
ま
が
わ
い
わ
い
と
楽
し
く
、
安

全
に
、
ふ
れ
あ
い
、
仲
間
を
創
る
場

を
提
供
し
た
い｣

そ
ん
な
思
い
で
構

築
さ
れ
た
ポ
ー
タ
ル
で
す
。

　「
ｅ
」
は
、
電
子
自
治
体
な
ど
の

「e
le
c
tro

n
ic

」と
、「
い
い
粕
屋
町
」

を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
が
発
展
的
に
形
成
さ
れ
る
こ
と

　
粕
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
右
上
段
に
あ
る
「
ｅ
か
す
や
ク

ラ
ブ
」の
「
新
規
会
員
登
録
」
か
ら
入

会
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー

ト
会
員
を
ご
希
望
の
方
は
、
粕
屋
町

役
場
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
応
援

の
充
実
な
ど
新
た
な
サ

ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
多
く
の

を
願
っ
て
、「
ｅ
か
す
や
ク
ラ
ブ
」
と

命
名
し
ま
し
た
。

　
ｅ
か
す
や
ク
ラ
ブ
で
は
、
メ
ー
ル

会
員
と
パ
ス
ポ
ー
ト
会
員
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
利
用
が
で
き

ま
す
。

・
メ
ー
ル
会
員
＝
町
外
の
方
で
も
会

員
に
な
れ
ま
す
。
お
知
ら
せ
の
メ

ー
ル
通
知
、
ご
意
見
箱
、
意
見
交

換
の
閲
覧
な
ど

・
パ
ス
ポ
ー
ト
会
員
＝
粕
屋
町
民

（
住
民
票
を
有
す
る
人
）の
方
限
定

で
す
。
健
康
ノ
ー
ト
、
健
康
相
談
、

意
見
交
換
の
書
き
込
み
な
ど

方
の
入
会
、
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
課
　
☎（
９
３
８
）０
１
７
３
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～安全安心、まちづくり粕屋町～

粕 屋 町 安 全 速 報

粕屋町協働のまちづくり課　☎938－0173

飲酒運転撲滅運動の更なる強化

福岡県飲酒運転撲滅条例の制定施行
　本年4月、全国で初めての罰則規定を盛り込んだ『福岡県飲酒運転撲滅運動の推進に

関する条例』が制定されました。一部は直ちに施行されていましたが、9月21日には罰

則規定等も施行され、飲酒運転で摘発された者ばかりでなく、酒類提供飲食店も一定の

条件のもと5万円以下の過料に処されることになりました。粕屋町においては、平成23

年に「飲酒運転根絶条例」を制定、施行し、官民一体となって飲酒運転「ゼロ」に向けた

まちづくりを推進しているところです。県条例の完全施行を機会に飲酒運転事故の悲惨

さを思い起こして、皆さん一人ひとりの協力で「飲酒運転は絶対しない、させない、許

さない」の運動の輪を広げていきましょう。

　
福岡県下の飲酒運転事故の現状
　平成18年の3児死亡事故の惨劇を繰り返さないという願いのもと、福岡県でも様々な

取り組みを推進してきたことで、飲酒運転事故は確実に減少しており、粕屋町において

も本年1月から7月までの発生「ゼロ」を継続しております。

　県下、町内ともに飲酒運転事故
は減少傾向にありますが、朝出勤
時の残り酒による飲酒運転の摘発
が増加傾向にあります。日本人の
アルコール分解能力は、個人差や
体調に影響されますが、一般的に
体重60キロの人で1合の日本酒は
3～4時間しないと体内から抜け
ないと言われています。
　運転開始時期を考えての飲酒を
心掛けましょう。

今月の一口メモ今月の一口メモ

残り酒（二日酔い運転）にご用心

【福岡県飲酒運転撲滅条例の主な内容】

家族や知人が飲酒運転
を行おうとしたり、行
ったりした場合は警察
に相談・通報するよう
に努める
　アルコール依存者は治
療に努める

従業員が飲酒運転しな
いよう対策をとる

飲酒運転撲滅に関する
ポスターなどを来店者
が見える場所に掲示し
たり、車の利用を確認
したりするように努め
る

再犯の場合、アルコー
ル依存症の診察を受け
る

　従わない場合、
5万円以下の過料

通勤・通学中の場合、
県公安委員会が勤務
先・学校に通知する

公安委から指示された
飲酒運転防止策を怠っ
た場合、店名公表、指
示書を店内掲示

　従わない場合、
5万円以下の過料

4月1日施行 9月21日施行

県

　民

全
て
の

事
業
者

酒
類
提
供
飲
食
店

罰
則

罰
則



16このページに関するお問い合わせは、かすやドーム（☎939-5130）または、ホームページなどでご確認ください。

かすやドームで企画
されたコーナーです。

体育館 プール

　
10：00～21：30
10：00～20：30

トレーニング室

・25ｍ×7レーン（屋内プール）
・幼児用プール、採暖室などもありますプールアリーナ

10月28日(日）10:00より受付開始（新規の方）
幼児・こども8,000円　大人10,000円【各8回】
定員各10名（11/7、8より第1回開始）

●第4期テニス教室（幼児・こども・大人）

（対象:18歳以上の方）
初心者向けの教室で、公園を気持ちよく、
楽しく走れるようアドバイスいたします。
　10月19日(金）10:00より受付開始
　毎週金曜日　13:30～14:30
　3,000円【4回】　定員15名

●「はじめての駕与丁公園ランニング」（11月開催分）
　

10月17日(水）12:00より受付開始
水曜クラス・木曜クラス
3,000円【4回開催の場合】　定員各10名

●大人テニスはじめてクラス（11月開催分）

（対象:小学1～3年生）
10月17日(水）12:00より受付開始
水曜クラス・土曜クラス
3,000円　【4回開催の場合】　定員各10名

●「こどもランニング教室」（11月開催分）

★おすすめレッスン紹介★　「エアロビクス」
　施設利用料＋300円～400円で受講できます。
・「はじめてのエアロ」（40分）　水曜　13:00～
・「燃焼40」（40分）
　　土曜　11:00～・14:00～　日曜　14:00～
・「燃焼60」（60分）
　　火曜　14:00～　木曜　19:30～
・「アップテンポ」(40分)　火曜・水曜　19:30～
・「ダンスエアロ」（60分）　金曜　14:00～

かすやドームのプールでは、歩行コー
ス・自由遊泳コースのあるメインプール
と幼児用プール、採暖室、ジェットプー
ル等があります。ぜひ一度ご利用くださ
い。

★プールで気軽に運動をはじめよう

このマシンは歩行運動と昇降運動の中間的な
運動ができます。着地にかかる負荷が少ない
ためヒザなどに負担がかかりにくいのが特徴
です。有酸素マシンの中で、最も消費カロリー
が高いとも言われるマシンです。

スタジオレッスンは施設利用料＋200
円～ 400円で受講でき、有酸素運動がで
きるエアロビクスや、ヨガ・ピラティス
などのレッスンを開催しています。1回
ごとの受講スタイルなので、好きな時に
気軽に参加できます。

★おすすめマシン紹介★
　「クロストレーナー」

★プールのおすすめレッスン★
　「アクアビクス」　水曜　13:00 ～
施設利用料＋400円　（40分）
水中で楽しく有酸素運動ができるレッ
スンで、水の抵抗を利用してしっかり
と運動できるレッスンです。

・体育館（当日2時間）及び
　武道場、トレーニング室、
　スタジオ（軽体操室）
　　300円　一般
　　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　　400円　一般
　　300円　高校生
　　200円　小・中学生･65歳～
　　100円　幼児
＊幼児は2歳以上でおむつが完全に
　とれていることが条件となります

★施設利用料(2時間）

体育館（アリーナ）

★そのほかにも、さまざまなレッスンがあります。詳しくは、
　館内チラシ・ホームページ・お電話などでご確認ください。

高校生以上の方から利用できます

   10：00～22：00
9：00～21：00

火～金曜日
土・日・祝日

営
業
時
間

★スタジオレッスンで楽しく運動しませんか★　高校生以上

 平　日　11：00　13：00　15：00　20：00
 土日祝　11：00　13：00　15：00　17：00

初回講習会
開催時間

1日4回開催

・エクササイズレッスンは高校生以上の方から受講できます。
・受講には、室内用シューズとトレーニングウェアが必要です。

＊月曜日は休館日となっています。（祝日の場合は開館）
＊祝日は教室は休講となります。（スタジオレッスンは除く）
＊施設予約の受付は閉館の30分前まで。

●スポーツの秋。楽しく運動しませんか。
　　体育館、プール、トレーニング室などで運動できます。
　　運動の習慣をつけて充実した生活をはじめませんか。
●10月の営業についてのおしらせ
　　10月6日（土）・7日（日）はYOSAKOIかすや祭り
　　かすや祭り会場のため、全施設ご利用できません。
●詳細はホームページでも確認できます
　　各教室やレッスンなどのチラシも確認できます。

・講習会受講には、室内用シューズとトレーニングウェアが必要です。
・マシンの使い方やストレッチ方法なども指導いたします。

トレーニング室の利用には初回講習会の受講が必要です。

エクササイズスタジオ(軽体操室)

有酸素運動と無酸素運動の効果の違い
一般的に有酸素運動は継続的に酸素を取り入れながらの運
動でカロリー消費効果があり、無酸素運動は筋力アップ、基
礎代謝向上効果があると言われています。
　
●有酸素運動・・・カロリーを消費する
例：体重60kgの方が運動した場合
　・クロストレーナー（有酸素運動）30分　約250kcal消費
　・筋力トレーニング（無酸素運動）30分　約90kcal消費
●無酸素運動・・・基礎代謝を上げる
ダイエットを目的に考えると、有酸素運動でカロリーを消
費し、無酸素運動（筋力トレーニング）で基礎代謝を上げる
ことで、太りにくい体を目指すことが理想的です。
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館内整理日

休 館

休 館

休 館

休 館

日 火月 木水 金 土

10 が つ は、休館日です。

3
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31
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16
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30

1

8

15

22

29

振替休館日

No.148

　秋は、読書の季節です。毎年恒例の図書館まつりを今年も開催します。楽しい催しを準備していますので、
ぜひご家族で図書館にお越しください。たくさんの方のご来場をお待ちしています。

あかちゃん向け 5日、19日（第1・3金曜日） 11:00 ～・11:30 ～
ちいさい子向け 12日、26日（第2・4金曜日） 11:00 ～・11:30 ～
おおきい子向け 6日、13日、27日（土曜日） 11:00 ～
小学生向け 7日（第1日曜日） 15:00 ～
 ※20日は、秋のおはなし会スペシャルです。
場   　 所 図書館おはなしの部屋

“本と出会っていますか？”
毎月23日は、粕屋町読書の日です。
この機会にテレビを消して
読書に親しむ習慣をつくりましょう。

今月のおはなし会

「石のきもち」「さつまのおいも」など7作品から計55点
の原画を展示しています。ぜひ、原画ならではの美しい
色彩や筆遣いをご鑑賞ください。
※期間中10月1日（月）、9日（火）は休館日です。
●場所　粕屋フォーラム　2階歴史資料展示室
●時間　10:00～15:00

村上康成絵本原画展は、10月14日（日）までです

図書館で企画された
コーナーです。

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金のみ）　

開館
時間

問合せ　粕屋町立図書館　☎939-4646
HPアドレス　 http://libkasuya.jp/
携帯版ＨＰアドレス
http://ilisod001.apsel.jp/kasuya-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

　図書館が閉まっているときは、ブックポストに本だ
けを入れてください。ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤは、破損の原
因になりますのでブックポストには入れないでください。
ご理解とご協力をお願いします。

●日　時　10月14日（日）　14:00～15:30
●テーマ　スチュワーデス物語
●講　師　牧野　幸一氏　 元JALチーフパーサー
●場　所　粕屋フォーラム　２階視聴覚室
　※申込み不要、入場無料です。お気軽にご参加ください。

雑学セミナーのお知らせ

第13回  図書館まつり第13回 図書館まつり

秋のおはなし会スペシャル
●日時　10月20日（土）　11:00～（50分程度）
●場所　粕屋フォーラム　2階視聴覚室
●出演　仲原小学校おはなし会かばーる・ほ！
　パネルシアターや歌など楽しいおはなしがいっぱい。

布絵本・布おもちゃ展＜常設展示＞
●日時　10月20日（土）～10月28日（日）
●場所　図書館カウンター前・展示スペース
　図書館所蔵の布絵本・布おもちゃを展示します。
　新作もあります。

秋のこどもシネマ
●日時　10月21日（日）
　ちいさい子向け　11:00～（約30分）
　小学生向け　　　14:00～（約90分）
＜上映作品＞
　ちいさい子向け　「もったいないばあさん」他　
　小学生向け　「ホートン　ふしぎな世界のダレダーレ」 
　　　　　　　2008年　アメリカ作品
●場所　粕屋フォーラム　2階視聴覚室
※年齢に関わらずどちらの作品にも参加できます。
　上映作品は、変更になることがあります。

一針体験　「みんなでつくろう！布芝居」
●日時　10月26日（金）～28日（日）
　　　　10:30～16:30
●場所　図書館おはなしの部屋前
●協力　布で遊ぶおひさまの会
みなさんの一針で大きな布芝居をつくりましょう。今年は、糟屋地
区に伝わる民話「権現様の投げ石」の布芝居に挑戦します。ぜひご
参加ください。

ブックリサイクル
●日時　10月28日（日）　10:30～開始
●場所　粕屋フォーラム　2階視聴覚室
※みなさんからいただいた本や図書館で保存期間の過ぎた
　雑誌を無料で差し上げます。なくなり次第終了します。

『隠し砦の三悪人』
1958年/モノクロ/139分

●日時　10月13日（土）　14:00 ～
●場所　粕屋フォーラム　2階視聴覚室
●監督　黒沢　明
●出演　三船敏郎、上原美佐　ほか
※鑑賞は無料です。お気軽にご参加ください。
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粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
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粕屋町文化祭を11月3日（土）・4日（日）に開催
します。舞の海さんの講演や、舞台の発表、作品
の展示その他催し物が盛りだくさん。
ぜひ、足を運んでください。
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10月の催し物
開催日 会場催 事 名

11月の催し物
開催日 会場催 事 名

サンレイクかすやで企画されたコーナーです。

※フロアコンサートの内容は、予告なく変更、追加及び
　中止することがあります。あらかじめご了承ください。

フロアコンサートは、２階ラウンジ
にて開催する鑑賞無料のコンサー
トです。お気軽にお越しください。

14
 日 
(日)

14
 日 
(日)

20
 日 
(日)

11
 日 
(日)

11
 日 
(日)

22
 日 
(木)

25
 日 
(日)

10
 日 
(土)

28
日
(日)

27
日
(土)

４
日
(日)

3
日
(土)
(祝)

・・・さくらホール ・・・多目的ホール

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

●開館時間　　　9：00～22：00
●予約受付時間　9：00～21：00

10月1日(月)は休館日です。
ホームページは　粕屋町　サンレイク　検索

このページに関するお問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

開場 9:00　開演 9:30
菊声会歌謡教室発表会

問合せ　Sachiko Hula Studio
☎938-4390

博多高等学校吹奏楽部

Sachiko Hula Studio フラ発表会
開演 13:00

ゲスト：加川　明

10:30～16：00
問合せ　粕屋町子ども未来課

☎938-0214

福岡県人権問題研究集会県実行委員会
問合せ　☎982-7070

第2回　粕屋音楽祭

開場 12:00　開演 12:30

開場 9:30　開会 10:30

問合せ　☎090-8627-6636 広報

福岡県人権問題研究集会

Tutta Forza 発表会

入場料　1,000円

第4回　芸能まつり

問合せ　福年連粕屋町支部
☎090-9474-8660 案浦

粕屋町文化祭

～災害チャリティーコンサート～

出
演

第1部　吹奏楽　　　  ブラッシモ遊
第2部　ビッグバンド　KASUYA EAST BRASS

主催　KASUYA EAST BRASS

福年連東福岡協会　粕屋町支部

開場 9:30　開演 10:00
～楽しい歌と踊り、カラオケで健康～

☎090-4481-0266 古賀

27日　開場 16:20　開演 16:30
28日　開場 10:20　開演 10:30

開場 15:20　開演 15:30

かすや子どもの日
第5回 わっしょいフェスタ

問合せ　☎947-0122 山下

10:00～18:00

かすやミニカルチャー
一日体験講座

1コースにつき　500円～1,000円
※11月10日締め切り（各コース10名程度）

①セルフジェルネイル　②プリザーブドフラワー
③中国古典武術「花架拳」　④長唄三味線
⑤フラダンス　⑥かすやそば打ち教室
⑦美容　⑧篠笛

定期演奏会
開場 14:30　開演 15:00

問合せ　博多高等学校　☎663-5051

10月8日(月)(祝)　16:30～

＜出演＞ソレイユ

☆ソレイユ　オータム・コンサート☆

11月21日(水)　13:30～
＜出演＞ハーモニカ風の会

・お話音楽・・・おむすびころりん
・語りとピアノ・・・ノクターン嬰ハ単調にのせて

～ショパンの人生～
・秋の歌メドレー ・ムーン・リバー

夏休み親子陶芸教室の
作品です。
今年も素適な
作品ができました。

楽しく作って
美味しく食べて。
夏休みの素敵な
思い出ができました。

Ｋｉｄｓお料理レッスン

    夏休み
親子陶芸教室
    夏休み
親子陶芸教室

お
知
ら
せ

1月20日（日）に「泣いた赤鬼」の上演を予定しています。
詳細につきましては、サンレイクかすや館内表示及び
さんさんサンレイクにてお知らせいたします。
たくさんのご来場をお待ちしています。

問合せ　☎938-4821 石橋
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10月の
行事予定 ８

月
の
行
事
報
告

■
８
月
定
例
理
事
会

　
８
月
７
日
（
火
）　
午
前
10
時

　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
左
記
に
つ
い
て
資
料
に
よ
り
説

明
、
検
討
打
合
せ
し
ま
し
た
。

・
９
月
20
日
全
国
一
斉
老
人
ク
ラ

ブ
「
社
会
奉
仕
の
日
」
実
施
要
領

に
つ
い
て

・
10
月
26
日
演
芸
大
会
並
び
に
高

齢
者
学
級
内
容
に
つ
い
て

・「
九
州
北
部
豪
雨
災
害
」
に
対
す

る
義
援
金
の
協
力
に
つ
い
て

・
粕
屋
地
区
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
へ
の
郡
老
連
加

入
に
つ
い
て

粕屋町老人クラブ連合会で
企画されたコーナーです。

■
高
齢
者
ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト

９
月
24
日
（
月
）　
午
前
８
時
30

分
（
役
場
玄
関
前
集
合
）　
ウ
キ

コ
ド
ラ
イ
バ
ー
ス
ク
ー
ル

　
会
長
３
名
、
女
性
部
長
１
名
、

　
計
４
名
参
加

■
第
35
回
「
人
権
問
題
夏
期
講
演

　
会
」

　
８
月
25
日
（
土
）　
午
後
１
時

　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

▽
講
演

・
講
師
　
仲
秋
喜
道
先
生

　
　
　
　
玄
海
原
発
対
策
住
民
会

議
副
会
長

・
演
題
　
原
発
依
存
の
繁
栄
は

「
一
炊
の
夢
」

　
東
京
電
力
の
福
島
原
発
事
故
か

ら
原
発
の
安
全
性
が
崩
れ
た
な

か
、
玄
海
原
発
を
は
じ
め
国
内
の

原
発
再
稼
働
の
問
題
な
ど
に
つ
い

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
、
映
画
「
お
と
う
と
」

の
上
映
が
あ
り
ま
し
た
。

グラウンドゴルフ自学教室うておうて塾

▽
10
月
定
例
理
事
会

　
　
10
月
２
日
（
火
）　
午
前
10
時
　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

▽
幹
部
研
修
会
（
理
事
全
員
）

　
　
10
月
25
日
（
木
）　
午
前
８
時
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
集
合
　
新
宮
町

▽
第
21
回
演
芸
大
会
、
第
２
回
高
齢
者
学
級
（
交
通
安
全
講
習
会
）

　
　
10
月
26
日
（
金
）　
午
前
９
時
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

秋
じ
ゃ
が
掘
り
交
流
会
の
お
知
ら
せ

秋
じ
ゃ
が
掘
り
交
流
会
の
お
知
ら
せ

　
お
い
し
い
じ
ゃ
が
い
も
を
自
分
の

手
で
直
に
畑
か
ら
収
穫
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
ま
た
、
新
米
の
試
食
会
も
同
時
に

開
催
し
ま
す
の
で
、
採
れ
た
て
新
じ

ゃ
が
と
粕
屋
産
の
新
米
の
お
い
し
さ

を
併
せ
て
お
試
し
く
だ
さ
い
。
う
れ

し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
家
族
や
ご
近
所
の
方
と

一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
23
日（
金
・
祝
）　
午

前
９
時
30
分
受
付
開
始（
小
雨
決

行
い
た
し
ま
す
）

●
場
所
　
久
山
町
久
原（
J
A
粕
屋

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
）

●
申
込
先
　
J
A
粕
屋
中
部
プ
ラ
ザ

　
☎（
９
３
８
）４
８
４
７

※

区
画
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
お
断

り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

原工業団地入口交差点

至 深井交差点

至 門松

至 和田団地

（臨時駐車場）

至 久原

㈱梅谷
コンクリート

㈱
ニシヒロ

JA粕屋

交
流
会
会
場

お車はこちらへJA粕屋
カントリー
エレベーター

久山自立園

●
受
付
　
11
月
19
日（
月
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
主
催
　
粕
屋
地
域
農
業
振
興
連
絡

　
協
議
会
中
部
支
部（
久
山
町
田
園

　
都
市
課
・
篠
栗
町
産
業
観
光
課
・

　
粕
屋
町
地
域
振
興
課
・
Ｊ
Ａ
粕
屋

　
・
北
筑
前
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
）

じゃがいも堀りの
やり方

国道201号線

県
道
35
号
線

①1区画1,000
円（ただし

1家族1区画まで
）

②区画について
は、当日受

付時に抽選

※当日は、汚れ
てもいい服

装で、長靴・軍
手・スコ

ップ・お持ち帰
り用の袋

などは各自でお
持ちくだ

さい。
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も
し
も
し
お
元
気
で
す
か

電
話
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

  

こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　施
設
研
修
会 No.141

粕
屋
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で

企
画
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
平
成
５
年
、
藤
本
前
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
の
時
に
、
在
宅
高
齢

者
の
安
否
確
認
を
目
的
と
す
る
電

話
訪
問
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
電
話
の
向
こ
う
で
「
待
っ
て
い

た
よ
。
今
日
初
め
て
話
し
た
よ
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
わ
ず

笑
顔
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
の
安
否
確
認
だ
け
で
は
な

く
、
は
じ
め
は
沈
ん
だ
声
だ
っ
た

の
が
話
す
間
に
笑
い
声
が
聞
こ
え

る
よ
う
に
な
る
と
、
安
心
し
て
受

話
器
を
置
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
誕
生
日
の
絵
手
紙
が
届
い
た

と
き
は
「
毎
年
も
ら
っ
て
う
れ
し

い
。
去
年
の
も
取
っ
て
い
る
よ
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
毎
年
元
気
で
お
話
し
い
た
だ
け

る
方
ば
か
り
で
は
な
く
、
事
情
で

辞
め
て
い
く
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
私
ど
も
は
ま
た
お
話
で
き

る
こ
と
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

運
営
委
員
（
し
お
ん
の
会
）

鳥
飼
　
友
代

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
主

催
の
施
設
研
修
会
と
し
て
、
７
月

27
日
（
金
）
社
会
福
祉
法
人
玄
洋

会
や
ま
と
更
生
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね

ま
し
た
。
施
設
は
東
区
三
苫
の
緑

豊
か
な
環
境
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
指
導
員
の
松
井
先
生
よ

り
施
設
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
11
年
に
障
が
い
者
の
通
所
更

生
施
設
と
し
て
開
所
さ
れ
、
社
会

参
加
を
目
指
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
持

て
る
能
力
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
の
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
「
自

分
ら
し
さ
」
を
支
援
し
、「
で
き

る
こ
と
」
を
積
み
重
ね
て
少
し
ず

つ
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
実
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
の
60

名
の
方
が
通
所
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
今
を
豊
か
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
継
続
的
な
寄
り
添
う
支
援

を
行
っ
て
い
る
と
、
熱
の
こ
も
っ

た
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
、
施
設
内
の
各
部

屋
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
竹
で
編
ん
だ
か
ご
な
ど
の
作

品
が
陳
列
さ
れ
た
部
屋
で
は
担
当

の
先
生
よ
り
作
業
の
様
子
な
ど
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
陶
芸
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

手
に
と
っ
て
見
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
丁
寧
な
が
ら
も
大
胆

で
素
晴
ら
し
い
出
来
映
え
に
感
動

い
た
し
ま
し
た
。

　
最
後
の
部
屋
で
は
、
セ
ン
タ
ー

内
の
情
報
誌
を
自
分
た
ち
で
作
成

し
配
布
す
る
と
い
う
作
業
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
を
描
く

係
、
文
章
を
書
き
上
げ
る
係
な
ど

の
分
担
が
あ
り
、
皆
さ
ん
が
一
所

懸
命
に
集
中
し
て
い
る
迫
力
に
触

れ
て
、
同
じ
よ
う
な
作
業
に
取
り

組
む
者
と
し
て
大
い
に
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。

　
入
室
を
し
た
と
き
、
若
い
女
性

か
ら
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
笑
顔
で

迎
え
て
い
た
だ
き
、
私
ど
も
も
勇

気
を
出
し
て
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を

し
て
、
充
実
し
た
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
通
所
さ
れ
て
い
る
方
々
の
さ
わ

や
か
で
明
る
い
姿
に
接
し
、
清
々

し
い
気
持
ち
を
呼
び
覚
ま
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
予
定
の
時
間
と
な
り
、

施
設
を
辞
去
し
ま
し
た
。

　
松
井
先
生
を
は
じ
め
担
当
の
諸

先
生
方
に
は
気
持
ち
よ
く
お
迎
え

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

運
営
委
員
会

　
　

　
か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
主
催
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
が
、

８
月
４
日
（
土
）
に
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
親
子
連
れ
で
百

名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
各
部
屋
を
使

っ
て
、
む
か
し
あ
そ
び
、
べ
っ
こ

う
飴
作
り
、
読
み
聞
か
せ
、
手
話

体
験
、
段
ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
、
折

り
紙
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
一
緒
に
踊

ろ
う
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
子

ど
も
た
ち
を
迎
え
ま
し
た
。

　
お
世
話
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
一
緒
に
遊
ぶ
子
ど
も
、
母
親
と

遊
ぶ
子
ど
も
、
一
人
で
元
気
よ
く

動
き
回
る
子
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ー
ナ
ー
ご
と
に
違
っ
た
姿
を
見

せ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

る
こ
と
が
な
に
よ
り
で
し
た
。



22

【古切手整理　8月23日】

【夏休み町内巡回　8月23日】

平成24年度 第40回粕屋町文化祭に向けて
【粕屋町文化祭事前検討会　8月2日】
【粕屋町文化祭実行委員会　8月24日】

笑顔は、心と体の清涼飲料水笑顔は、心と体の清涼飲料水

収集箱に寄せられた使用済み切手

キ
ャ
ン
プ

文
化
祭
実
行
委
員
会

　
９
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
）
に

福
岡
県
糸
島
市
に
あ
る
雷
山
国
際
キ

ャ
ン
プ
場
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
一

日
目
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
へ
行
く
道
中

の
川
で
泳
ぎ
、
川
の
ひ
ん
や
り
と
し

た
空
気
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
夕

方
か
ら
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
肝
だ

め
し
な
ど
を
行
い
、
夏
の
夜
を
団
員

み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
二
日
目
は
、
み
ん
な
で

海
へ
遊
び
に
行
き
、
そ
の
後
は
温
泉

に
入
っ
て
帰
宅
し
ま
し
た
。
二
日
間

を
通
し
て
、
普
段
な
か
な
か
話
す
機

会
の
少
な
い
団
員
た
ち
と
も
語
り
合

い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
運
よ
く
二
日
間
と
も
天
気
に

恵
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ン
プ
と

な
り
、
青
年
団
と
し
て
の
夏
の
思
い

出
が
ま
た
一
つ
増
え
た
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

粕屋町青年団で企画されたコーナーです。

粕屋町婦人会で企画されたコーナーです。

　
８
月
24
日(

金)

に
サ
ン
レ
イ
ク
か

す
や
に
て
、
第
一
回
文
化
祭
実
行
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
文
化
協
会
、

婦
人
会
の
方
々
と
文
化
祭
に
向
け
て

の
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
青
年

団
は
劇
や
バ
ザ
ー
、
餅
つ
き
な
ど
を

行
う
予
定
で
す
。
文
化
祭
当
日
に
向

け
て
、
劇
の
練
習
や
バ
ザ
ー
の
準
備

な
ど
団
員
み
ん
な
で
協
力
し
、
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　35度を越す猛暑日の厳しい暑さが続き、雷日数
も平均を大きく上回った今年の夏、会員はそれぞ
れの地域で行われる行事・夏祭り・盆供養などに
積極的に参加・活動をしました。

　長者原郵便局・役場・福祉センター・かすやド
ーム・粕屋町図書館などに寄せられた使用済み切
手・書き損じはがき・使用済みテレフォンカード・
ベルマークなど、
皆さまの善意はダ
ンボール2杯分に
もなりました。
　会員の手できれ
いに切り揃え、整
理をして「お誕生
日ありがとう」本
部へ送りました。
　ご協力ありがと
うございました。
引き続き収集箱を
設置していますの
で、ご協力お願いいたします。

　「ゲームセンターで児童が遊んでいるのを見かけ
る」との情報を得、「イオンモール福岡」「イオンモ
ール東空港店」「仲原Jボウル」のゲームセンターの
巡回をしました。

　平日の午後3時、店内は老若男女・児童・生徒・
幼児などで賑わっています。子ども同士で遊んで
いるグループに声をかけます。「楽しそうね。誰と
来たの？」「お母さんと。今、買い物をしている。」
子どもたちの多くは家族と一緒にゲームしたり、
大人が離れたベンチで見守っていたりと問題はみ
られませんでした。
　「うちの子・よその子隔たりなく」大人が見守る
ことを切に願うものです。

  

　11月3日・4日開催の粕屋町文化祭に向けて実行
委員会が始動しました。粕屋町婦人会も実行委員
の一員として、楽しくよりよい文化祭にしたいと
思います。

きれいな絵柄・珍しい切手に
ワクワクします

■ 10月の活動予定　　☆10月15日（月） あいさつ運動　　☆粕屋町歴史探訪を予定しています。

一口
メモ 　毎日の生活の中で意識してにこやかにすれば、

嫌なことは自然に消えてしまいます。いい笑顔
は、心と体に効く栄養剤入りの清涼飲料水です。

（元気いちばんより）



23

No.98

粕屋町社会福祉協議会「中学生ボランティア体験活動」に参加粕屋町社会福祉協議会「中学生ボランティア体験活動」に参加

粕屋町子ども会育成会連絡協議会で企画されたコーナーです。

「中学生ボランティア体験をとおして」

粕屋中2年　藤　諒太郎
　僕は、二回目の体験で、去年よりも、ペア
の人の特性が変わっていました。去年はおと
なしかったのに対して、今年はさわがしくて、
とてもこまりました。でも、だんだん遊んで
いるうちにとても仲良くなっていきました。
　なのでこれからは、自分から接していき、
この体験で学んだことは日ごろの生活に役に
立てていきたいです。

「今日の活動を通して」

粕屋中3年　中島　可珠音
　私にとって今回の体験学習は三度目でした。
中学一年生の時から参加をしてきて毎回楽し
むことができました。ペアの子は、個性的な
子ばかりで大変ではありました。
　しかし、仲良くなるにつれて、その子がど
ういう子なのか自然に少しずつわかるように
なり、嬉しくて楽しみが倍になりました。今
回のペアの子は、よくしゃべり、素直な子で
した。勉強会や夏祭り本番を通して、その子
と、仲良く、楽しく活動を行うことができま
した。
　今回は今までと同じくらい楽しく過ごすこ
とができました。今後、障がいのある子とか
かわることがあるかもしれません。そしたら、
この活動を思い出して、活かしていきたいと
思います。

ジュニア・リーダーズクラブ「ＷＡＫＡＢＡ」

身
体
障
が
い
者（
児
）

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

　
県
の
障
害
者
更
生
相
談
所
で
は
、

身
体
障
が
い
者（
児
）の
巡
回
相
談
を

次
の
と
お
り
に
行
い
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
26
日（
金
）

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
２
時

▽
実
施
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
●
場
所
　
シ
ー
メ
イ
ト【
志
免
町
総

合
福
祉
施
設
】（
志
免
町
大
字
志
免

４
５
１
ー
１
）　
☎（
９
３
６
）８

１
４
１

●
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者

●
巡
回
相
談
の
内
容

・
肢
体
不
自
由
の
補
装
具
費
の
支
給

に
つ
い
て
の
要
否
判
定
、
処
方
及

び
適
合
判
定

※

平
成
19
年
度
か
ら
、
身
体
障
害
者

手
帳（
肢
体
不
自
由
、
聴
覚
障
が

い
な
ど
）の
診
断
書
の
作
成
及
び

補
聴
器
な
ど
の
支
給
に
つ
い
て
の

判
定
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
持
っ
て
く
る
も
の

・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
補
装
具
再
交
付
の
場
合
は
、
前
回

交
付
補
装
具

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
介
護
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係
　
☎（
９
３
８
）０
２

２
９

障害者虐待防止法が
10月１日から施行されます

　「障害者虐待防止法」（「障害者虐待の防止、障害
者の養護者に対する支援等に関する法律」）が平成
24年10月から施行されます。
　障害者虐待防止法は虐待の防止、早期発見、虐
待を受けた方に対する保護や自立の支援及び養護
者に対する支援などを行うことにより、障がいの
ある方の権利利益を擁護することを目的としてい
ます。
　今後、国及び県・市町村が一体となって、協力
体制を整備し、問題解決に努めてまいります。
　虐待を受けたと思われる障がいをお持ちの方を
発見した場合は、速やかに役場介護福祉課障害者
福祉係までご連絡ください。
●問合せ　粕屋町介護福祉課障害者福祉係　　　
　　　　　☎９３８ー０２２９
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経
営
な
ん
で
も
相
談
会

開
催

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
か
す
や

祭
り
に
粕
屋
町
商
工
会
員

も
出
店
し
ま
す

粕
屋
管
内
商
工
会

　
広
域
連
携
講
習
会

　　
税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
17
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員
　
税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
の
秘

　
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
せ

　
粕
屋
町
商
工
会

　　
第
12
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
か
す

や
祭
り
飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
粕
屋
町

商
工
会
員
も
出
店
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
々
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
６
日（
土
）　
正
午

〜
午
後
６
時

　
10
月
７
日（
日
）　
午
前
10
時
〜

午
後
７
時

●
出
店
場
所
　
か
す
や
ド
ー
ム
南

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　
☎(

９
３
８) 

２
４
５
６「
粕
屋
町
商
工
会
」ま
で

No.103

粕
屋
町
商
工
会
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

側
交
流
広
場

◎「
営
業
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」

　
顧
客
思
考
に
立
っ
た
営
業
の
考

え
方
や
営
業
活
動
の
仕
組
み
・
必

要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

営
業
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
点

検
す
る
と
同
時
に
、
売
れ
る「
も

の
」で
は
な
く
、「
価
値
」で
あ
る

こ
と
を
理
解
し
ま
す
。
営
業
活
動

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
を
理
解
し
、
自
信
を
持
っ

た
営
業
職
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
す
。

※

２
日
間
コ
ー
ス

●
日
時
　
11
月
７
日（
水
）・
８
日

（
木
）　
午
後
６
時
30
分
〜
午
後

９
時

●
会
場
　
粕
屋
町
商
工
会
　
２
階

大
会
議
室

●
受
講
料
　
商
工
会
会
員
お
一
人

３
千
円
、
一
般
・
非
会
員
お
一

人
６
千
円

◎「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向

上
セ
ミ
ナ
ー
」

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
や
り
と
り

や
意
思
伝
達
を
円
滑
化
す
る
技
術

を
身
に
付
け
、
お
客
様
と
の
関
係

や
上
司
と
部
下
の
関
係
を
今
ま
で

よ
り
、
よ
り
良
く
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
具
体
的
に
は
、

他
者
理
解
の
た
め
の「
傾
聴
力
」や
、

相
手
の
心
情
・
要
望
を
引
き
出
す

た
め
の「
質
問
力
」を
ソ
ー
シ
ャ
ル

ス
タ
イ
ル
を
用
い
て
事
例
研
究
を

交
え
な
が
ら
習
得
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
２
日
間
コ
ー
ス

●
日
時
　
11
月
20
日（
火
）・
21
日

（
水
）　
午
後
６
時
30
分
〜
午
後

９
時

●
会
場
　
須
恵
町
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー（
オ
イ
コ
ス
）

●
受
講
料
　
商
工
会
会
員
お
一
人

３
千
円
、
一
般
・
非
会
員
お
一

人
６
千
円

◎「
Ｉ
Ｔ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
派

遣
」

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
立

ち
上
げ
た
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
り
た
い
が
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ

け
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
パ

ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
相
談
や

ご
質
問
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
に
関

す
る
事
に
つ
い
て
Ｉ
Ｔ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
無
料
で
３
回
派
遣
し

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
活
用
し
、

商
売
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

●
訪
問
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
で
１
〜
２
時
間
が
目
安
で

す
。

―

＊―

＊―

＊―

＊―

＊―

＊―

◎「
困
っ
た
と
き
こ
そ
、
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
」

　「
業
績
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
」

「
昔
か
ら
の
夢
を
ぜ
ひ
実
現
し
て

み
た
い
」「
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活

か
し
た
」「
自
社
の
経
営
資
源
を
有

効
に
活
用
し
た
い
」そ
ん
な
あ
な

た
を
応
援
し
ま
す
。

●
事
業
活
動
　
粕
屋
町
商
工
会
経

営
指
導
員
が
中
小
企
業
診
断
士

な
ど
の
専
門
家
を
交
え
ア
ド
バ

イ
ス
い
た
し
ま
す
。

●
相
談
料
　
無
料

　
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間

（
８
年
間
）
が
満
了
す
る
前
に
、
町
が

委
託
し
た
次
の
指
定
工
事
業
者
が
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
は
、
酒
殿
区
、
甲
仲
原
区
、

若
宮
区
の
交
換
対
象
宅
の
メ
ー
タ
ー

器
を
交
換
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　
☎（
６
２
１
）
９
９
２
８

㈱
倉
田
　
　
☎（
９
３
８
）
２
７
０
８

松
山
工
業
㈱
☎（
９
３
８
）
２
２
４
５

●
問
合
せ
　
直
接
各
担
当
の
委
託
業

者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、
粕

屋
町
上
下
水
道
課
☎（
９
３
８
）
０

　
２
３
９
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　
交
換
の
お
知
ら
せ
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第12回 YOSAKOIかすや祭り第12回 YOSAKOIかすや祭り
●日時　１０月６日（土）12:00～18:00

　　　　　　  ７日（日）10:00～19:00

●メイン会場　かすやドーム　メインアリーナ

●サブ会場　　駕与丁公園　交流広場

●サテライト会場　イオンモール福岡　特設会場

　　　　　　　　　（サテライト会場は７日（日）のみです。）

いよいよ祭り本番です!!

ＹＯＳＡＫＯＩ　かすや祭り　　ボラスタクラブに　　　入ってみませんか？

ＹＯＳＡＫＯＩ　かすや祭り　　ボラスタクラブに　　　入ってみませんか？

YOSAKOIかすや祭り実行委員会事務局　粕屋町協働のまちづくり課　☎938-0173　

※ご来場のお客様へ…駐車場は、粕屋中央小学校運動場、
　　　　　　　　　　粕屋町役場駐車場をご利用ください。

　粕屋町民の皆さまが楽しめる祭りを目指して、祭
りづくりにご協力いただける方 （々各班に関わる作業
の経験がある方から、経験はないけれどやる気や興
味はあるという方まで）を広く募集しています。祭り
を通じてまちづくりに参加してみませんか？

　①音響班…音響機材の組み上げから操作、撤収までの作業及びサポート

　②広報班…カメラによる写真撮影、ビデオカメラによる映像撮影

　③ＭＣ班…祭りの司会・進行作業及びサポート

　　　　　締切は？…ありません。いつでも募集中です！

よさこい踊りだけでな
く、出店も多数あります。
多くの皆さまのご来場を
実行委員、スタッフ一同
お待ちしております。

請求手続は平成25年1月15日まで

特定の血液製剤により
C型肝炎ウイルスに感染された方へ、
給付金のお知らせです。

●出産や手術における大量出血等の際に、特定の血液製剤を投与されたことによって、

C型肝炎ウイルスに感染された方に、給付金を支給する仕組みがあります。

▼詳しくは、厚生労働省HP又は相談窓口

　　　  ０１２０ー５０９ー００２　（平日 午前9時30分～午後6時）まで。

厚生労働省

政府公報
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か
す
や
発
見

か
す
や
発
見

企
画
・
社
会
教
育
委
員
の
会

企
画
・
社
会
教
育
委
員
の
会

粕
屋
町
を
花
い
っ
ぱ
い
の
町
に

　

　「江
辻
春
洋
会
マ
ル
シ
ェ
」
の

活
動
よ
り

　
福
岡
イ
ン
タ
ー
近
く
に
広
が
る

コ
ス
モ
ス
畑
は
、
町
民
の
多
く
の

方
が
ご
存
じ
で
あ
ろ
う
。
今
や
そ

の
面
積
も
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
、

近
県
の
コ
ス
モ
ス
園
の
中
で
も
有

数
の
規
模
を
有
し
て
い
る
。

　
開
花
時
期
に
は
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
方
が
花
を
楽
し
む
た
め
に

訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
美
し
い
花
々
も
十
数
年
前

か
ら
山
野
洋
子
さ
ん
、
因
ハ
ル
ヱ

さ
ん
ら
が
中
心
と
な
っ
て
十
数
名

の
賛
同
者
と
共
に
地
道
に
活
動
を

続
け
ら
れ
た
結
果
で
す
。

　
活
動
の
発
端
は
休

耕
田
が
荒
れ
ゴ
ミ
の

投
棄
も
増
え
、
地
域

が
荒
廃
す
る
こ
と
を

憂
い
、
始
め
た
と
の

こ
と
で
、
そ
の
根
幹

に
は
、
粕
屋
町
に
生

ま
れ
た
こ
と
へ
の

〝
感
謝
〞
、
こ
の
地
を

守
り
育
て
て
く
れ
た

祖
先
へ
の〝
感
謝
〞

か
ら
生
じ
た
行
動
で

す
。

　
あ
る
時
地
域
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
『
何

で
こ
ん
な
こ
と
し
て

る
の
、
そ
の
メ
リ
ッ

ト
は
』
と
問
わ
れ
、

（
江
辻
編
）

（
江
辻
編
）

え

つ

じ

え

つ

じ

『
理
屈
は
分
か
ら
ん
ば
っ
て
ん
、

み
ん
な
が
こ
の
花
の
お
陰
で
、
故

郷
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
よ
か

っ
た
い
』
と
答
え
た
と
の
こ
と
で

す
。

　
今
後
こ
の
様
な
活
動
を
粕
屋
町

全
体
に
広
げ
た
い
と
夢
を
語
ら
れ

る
一
方
、
活
動
の
後
継
者
の
話
に

な
る
と
顔
が
曇
り
、『
私
も
七
十

に
な
り
ま
し
た
け
ん
ね
』
と
。

　
こ
の
様
な
素
晴
ら
し
い
活
動
を

一
緒
に
や
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を

待
ち
望
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
最
後
に
何
か
言
い
た
い
こ
と
は
、

と
話
を
む
け
る
と
、『
花
を
見
て

も
ら
え
る
の
は
嬉
し
い
け
ど
、
花

を
痛
め
つ
け
ん
ご
と
し
て
く
だ
さ

い
。
花
が
可
愛
そ
う
や
け
』
と
の

こ
と
で
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
脳
の
病
気
か
ら
く
る
も
の
で
す
。

認
知
症
の
方
に
対
し
て
、
身
近
な
人

の
理
解
や
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
が

あ
れ
ば
、
穏
や
か
に
住
み
慣
れ
た
自

宅
で
の
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守

る
応
援
者
で
す
。
皆
さ
ん
も
応
援
者

の
一
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
11
月
12
日（
月
）　
午
後
１

時
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
所
　
粕
屋
町
役
場
２
階
　
大
会

議
室

●
内
容
　「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」

　
認
知
症
に
関
す
る
知
識
を
学
び
、

認
知
症
の
人
や
家
族
の
気
持
ち
の

理
解
を
深
め
ま
す
。

●
対
象
者
　
町
内
に
居
住
し
、
認
知

症
に
関
心
が
あ
る
方

●
募
集
人
数
　
40
名

※
大
人
気
の
講
座
で
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
お
早
め
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
　
電
話
ま
た
は
窓
口
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

県
営
住
宅
入
居
者
募
集 

　
平
成
24
年
度
第
４
回
県
営
住
宅
入

居
者
募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。 

●
募
集
住
宅
　 

県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅（
募
集
対
象
団
地
、
募

集
戸
数
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

●
募
集
案
内
書
配
布
期
間
及
び
申
込

受
付
期
間
　
10
月
１
日（
月
）
〜
10

月
10
日（
水
） 

●
募
集
案
内
書
配
布
場
所
　
県
住
宅

供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理

課
、
公
社
管
理
事
務
所（
福
岡
・

北
九
州
・
筑
後
・
筑
豊
）、
県
県

営
住
宅
課
、
県
内
の
各
市（
区
）
役

所
及
び
町
村
役
場
、
ほ
か 

●
問
合
せ
　
県
住
宅
供
給
公
社
県
営

住
宅
管
理
部
管
理
課
　
☎（
７
８

１
）
８
０
２
９  

　
粕
屋
町
役
場
　
介
護
福
祉
課
高
齢

者
支
援
係
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
　
☎（
９
３
８
）
０
２
２
９
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（広告）

 

　
　  

え 

ぼ 

し
　
あ
ら
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

と  

き

つ
ま

う
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
み
な

　
　
　
　
　
　     

に
わ
か

〔
俳
句
〕

赤
烏
帽
子
灼
な
り
し
地
蔵
盆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
　
　
悦
子

臨
月
で
田
草
取
る
時
代
遠
き
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
弘
子

草
笛
の
少
年
姉
は
嫁
ぎ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
戸
　
康
碩

夫
の
い
れ
し
茶
の
塩
梅
や
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
千
鶴
子

沈
む
日
を
追
う
て
飛
び
交
ふ
赤
と
ん

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
　
澄
枝

添
書
き
に
招
き
文
あ
り
夏
見
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
河
内
ヒ
サ
ノ

災
害
の
つ
め
あ
と
悲
し
梅
雨
あ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
藤
千
代
子

鬱
と
し
た
空
と
も
お
別
れ
海
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
忠
俊

無
造
作
に
南
瓜
山
積
道
の
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
ウ
メ
ノ

空
高
く
心
弾
ま
せ
旅
支
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
　
富
子

浮
寝
鴨
秋
の
日
浴
び
て
駕
与
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
た
つ
や

蝉
時
雨
細
き
道
ゆ
く
墓
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
悦
子

盆
過
ぎ
て
静
か
に
な
り
し
窓
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
美
知
子

や
き
茄
子
の
匂
う
厨
へ
急
ぐ
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
岡
千
津
子

数
珠
く
り
の
鐘
の
音
ひ
び
き
盆
送
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
未
冶
子

そ
の
昔
落
人
の
郷
柿
す
だ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
鍋
　
勝
代

病
め
る
子
を
抱
け
る
窓
辺
月
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
友
子

盆
お
ど
り
素
足
に
風
の
ほ
ど
け
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
弘
子

枝
豆
を
つ
ま
む
ひ
孫
と
晩
酌
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
ミ
ヨ
コ

緑
蔭
に
停
ま
る
自
転
車
ピ
ン
ク
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
絹
代

さ
や
け
し
や
友
の
遺
愛
の
杖
軽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
　
初

閻
魔
王
眼
を
剝
く
ほ
ど
の
極
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
　
　
栄

揚
梅
や
見
向
き
も
さ
れ
ず
社
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
幸

寝
佛
や
南
蔵
院
の
梅
雨
晴
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
豊
子

梅
雨
雲
に
追
わ
れ
越
さ
れ
つ
一
ト
日

終
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
末
　
千
鶴

大
き
虹
直
に
鶴
折
る
少
女
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
孝
子

大
西
瓜
触
る
る
刃
先
の
弾
け
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
ク
ニ
子

新
豆
腐
沈
ま
せ
札
所
暮
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
菜
穂
子

〔
川
柳
〕

ス
ッ
ピ
ン
の
貴
方
の
顔
は
個
性
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
　
久
英

断
捨
離
に
先
ず
は
わ
た
し
の
小
抽
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
武
　
秀
月

ま
た
飲
酒
事
故
さ
す
が
の
市
長
怒
り

だ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
節
子

五
十
回
大
濠
花
火
見
事
な
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
　
秀
子

ロ
ン
ド
ン
に
さ
す
が
努
力
の
花
が
咲

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
さ
く
ら

猛
者
で
さ
え
さ
す
が
に
参
る
こ
の
暑

さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
本
　
章
志

さ
す
が
プ
ロ
昔
の
恥
を
踏
み
台
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
井
す
み
子

教
育
者
さ
す
が
上
手
な
逃
げ
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
久
島
か
よ
子

悪
の
が
れ
さ
す
が
議
員
と
思
う
秘
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楢
原
と
よ
お
き

さ
す
が
妻
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
成
子

あ
っ
ち
む
い
て
ホ
イ
だ
ま
し
て
あ
や

す
さ
す
が
保
母
　
　
　
　
平
城
千
代
子

ひ
と
つ
ま
み
の
塩
が
さ
す
が
に
生
き

て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
　
愛

災
害
が
日
本
列
島
お
そ
い
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
ま
ど
か

断
捨
離
を
し
て
身
辺
の
風
通
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
鈴
女

青
空
に
飛
行
機
雲
の
一
筆
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
尋
よ
し
恵

の
り
し
ろ
が
減
っ
て
き
た
か
ら
許
し

ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
さ
だ
き

〔
短
歌
〕

ど
ん
な
日
も
お
地
蔵
様
の
お
か
げ
で

す
と
詣
づ
る
媼
の
背
に
染
む
夕
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
原
　
弘
紹

秋
の
日
に
土
手
の
ス
ス
キ
が
風
に
ゆ

れ
山
の
紅
葉
に
小
と
り
の
声
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
弘
子

天
騒
ぎ
俄
に
た
け
る
雨
の
音
静
寂
や

ぶ
り
涼
し
さ
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
筋
ア
イ
子

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
俳
句
・
川

柳
・
短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、

楷
書
で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連

絡
先（
問
合
せ
先
電
話
番
号
）
を
書

い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
１
日

ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ

　
粕
屋
町 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎(

９
３
８) 

０
１
７
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
３
１
５
０
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●
日
時
　
10
月
28
日
（
日
）　
午
前
10

時
〜

●
場
所
　
福
岡
地
方
裁
判
所

●
募
集
　
先
着
30
名
程
度

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
み
　
事
前
の
電
話
申
込
み
に

よ
り
随
時
受
付
　
福
岡
地
方
裁
判

所
総
務
課
広
報
係
　
☎（
７
８
１
）

３
１
４
１
　
内
線
３
１
０
６

裁
判
所
体
験
ツ
ア
ー

〜
民
事
調
停
手
続
き
、

　裁
判
員
制
度
を
知
ろ
う
〜

　
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週

間
は
「
法
の
日
週
間
」
で
す
。
次
の

と
お
り
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時
　
10
月
15
日
（
月
）
〜
19
日

（
金
）　
▽
午
前
の
部
＝
午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分
　
▽
午
後
の
部

＝
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
会
場
　
天
神
弁
護
士
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
５
ー
14

ー
12
　
南
天
神
ビ
ル
２
階
）

●
受
付
電
話
番
号
　
☎（
７
４
１
）
３

２
０
８

※

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

法
の
日
週
間

　
　
　無
料
法
律
相
談

●
日
時
　
11
月
３
日
（
土
）　
午
後
１

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
（
午
後

１
時
受
付
開
始
）

●
場
所
　
志
免
町
総
合
福
祉
施
設
シ

ー
メ
イ
ト
（
志
免
町
大
字
志
免
４

５
１
ー
１
）

●
内
容
　
発
達
障
害
　
Ｌ
Ｄ
・
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
・
高
機
能
自
閉
症
の
理
解
と

将
来
に
向
け
て
の
対
応
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

２
●
講
師
　
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
久
子
氏

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ラ
ピ

ス
ト
）

●
参
加
費
　
千
円

●
締
切
り
　
10
月
31
日
（
水
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
　
す
て
っ
ぷ
く

ら
ぶ
　
☎
０
９
０（
５
０
２
９
）６

１
２
０（
午
後
８
時
ま
で
）
釜
掘
、

☎（
９
３
７
）１
８
８
６（
午
後
３
時

〜
午
後
８
時
）
長
谷
津

す
て
っ
ぷ
ク
ラ
ブ

　
　
　第
11
回
講
演
会

●
日
時

　11
月
17
日
（
土
）　
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
福
岡
特
別
支
援
学
校
（
糟

屋
郡
新
宮
町
緑
ケ
浜
４
ー
１
ー

１
）　
☎（
９
６
３
）
０
０
３
１

●
内
容
　
日
用
品
、
手
芸
品
、
パ
ン
、

焼
き
菓
子
な
ど
の
販
売

●
そ
の
他

・
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
ス
リ
ッ
パ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

福
岡
特
別
支
援
学
校
の

友
愛
セ
ー
ル

　
精
神
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

精
神
障
が
い
者
を
支
え
る
家
族
が
お

互
い
の
悩
み
の
共
有
や
情
報
交
換
を

行
う
交
流
活
動
で
す
。
精
神
障
が
い

者
へ
の
正
し
い
理
解
を
深
め
る
た
め

平
成
24
年
度

ハ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
福
岡

【
小
中
学
部
の
運
動
会
】

●
日
時
　
10
月
13
日
（
土
）　
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時
（
予
定
）　
　

※

雨
天
時
10
月
16
日
（
火
）

●
場
所
　
福
岡
県
立
古
賀
特
別
支
援

学
校
小
中
学
部
（
古
賀
市
千
鳥
４

ー
３
ー
１
）

●
内
容
　
徒
競
争
、
学
年
ゲ
ー
ム
、

リ
レ
ー
、
ダ
ン
ス
な
ど

【
高
等
部
の
文
化
祭
】

●
日
時
　
10
月
６
日
（
土
）　
午
前
９

時
40
分
〜
午
後
２
時
15
分
（
予
定
）

●
場
所
　
福
岡
県
立
古
賀
特
別
支
援

学
校
高
等
部
（
古
賀
市
千
鳥
３
ー

４
ー
１
）

●
内
容
　
学
習
発
表
、
作
品
展
、
作

業
学
習
製
品
販
売
な
ど

県
立
古
賀
特
別
支
援
学
校

の
行
事
の
お
知
ら
せ

●
日
時
　
11
月
19
日
（
月
）・
20
日

（
火
）・
21
日
（
水
）・
22
日
（
木
）・

26
日
（
月
）　
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
10
分
右

記
５
日
間
の
う
ち
１
日
（
申
込
後

希
望
日
の
調
整
を
行
い
ま
す
）

●
場
所
　
福
岡
県
立
古
賀
特
別
支
援

学
校
小
中
学
部
（
古
賀
市
千
鳥
４

県
立
古
賀
特
別
支
援
学
校

知
的
障
害
教
育
部
門

体
験
学
習

に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
16
日
（
金
）　
午
後
１

時
〜
午
後
４
時
（
正
午
受
付
開
始
）

●
場
所
　
福
岡
市
立
少
年
科
学
文
化

会
館
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
中
央
区
舞

鶴
２
ー
５
ー
27
）

●
内
容

▽
第
１
部
＝
障
が
い
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
よ
る
催
し

▽
第
２
部
＝
ト
リ
オ
・
ロ
ス
・
フ
ァ

ン
ダ
ン
ゴ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
み
　
11
月
９
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
で
福
岡
県
精
神
障
害
者
福
祉

連
合
会
　
☎（
４
０
６
）０
６
４
６

へ

ー
３
ー
１
）

●
内
容
　
在
校
生
と
の
合
同
学
習
体

験
、
校
内
見
学
、
授
業
参
観
、
教

育
相
談
な
ど

●
申
込
み
　
10
月
19
日
（
金
）
ま
で
に

各
市
町
の
教
育
委
員
会
ま
た
は
、

福
岡
県
立
古
賀
特
別
支
援
学
校
教

務
宛
　
☎（
９
４
３
）
８
６
７
４

※

保
護
者
の
み
の
見
学
は
、
随
時
行

っ
て
お
り
ま
す
。
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福
岡
法
務
局
、
福
岡
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お
り
糟
屋

地
区
法
務
総
合
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
予
約
不
要
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
30
日(

火)

　
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
（
受
付
は
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時
）

●
場
所
　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
粕
屋
町
大
字
長
者
原
２
５
２
）

●
相
談
員
　
公
証
人
、
弁
護
士
、
人

権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

●
内
容
　
▽
土
地
境
界
、
金
銭
貸
借
、

離
婚
の
慰
謝
料
、
相
続
、
扶
養
、

雇
用
、
交
通
事
故
な
ど
の
法
律
問

題
の
相
談
▽
遺
言
な
ど
公
正
証
書

等
に
関
す
る
相
談
▽
い
じ
め
・
体

罰
・
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
・
差
別
な
ど
の

問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
家

庭
内
の
も
め
ご
と
な
ど
の
人
権
相

談
▽
不
動
産
売
買
・
贈
与
、
抵
当

権
抹
消
な
ど
の
不
動
産
登
記
、
会

社
の
設
立
、
役
員
変
更
な
ど
の
法

人
登
記
の
相
談
▽
結
婚
・
離
婚
・

養
子
縁
組
な
ど
の
戸
籍
、
地
代
・

家
賃
な
ど
の
供
託
の
相
談
▽
外
国

人
に
関
す
る
相
談
な
ど

●
問
合
せ
　
福
岡
法
務
局
人
権
擁
護

部
　
☎（
８
３
２
）
４
３
１
１

法
務
総
合
相
談

●
日
時
　
10
月
17
日(

水)

　
午
後
１

時
〜
午
後
４
時

●
会
場
　
粕
屋
町
役
場
２
階
大
会
議

室
●
問
合
せ
　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ

ー
福
岡
地
方
事
務
所
　
Ｉ
Ｐ
電
話

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
４

担
当
　
総
務
課
・
田
中

秋
の
巡
回
法
律
相
談

　
老
後
の
財
産
の
管
理
、
認
知
症
や

障
が
い
の
あ
る
家
族
が
い
る
、
高
齢

者
ら
へ
の
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に

よ
る
被
害
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用

方
法
な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
ま
ず
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
予
約

は
不
要
で
す
。

●
日
時
　
10
月
１
日
（
月
）、
11
月
５

日
（
月
）、
12
月
３
日
（
月
）　
午
後

１
時
〜
午
後
３
時

●
会
場
　
福
岡
市
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ

「
ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ
」（
福
岡
市
中

央
区
荒
戸
３
ー
３
ー
39
）

●
問
合
せ
　
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
福
岡
支
部
　

☎（
７
３
８
）１
６
６
６

無
料
成
年
後
見
相
談

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　無
料
相
談
会

　
福
岡
東
部
法
律
事
務
所〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
厳
守
さ

　
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
12
日（
金
）

　
午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
研
修
室
３
・
４

●
予
約
・
問
合
せ

　
☎（
６
１
１
） 

４
０
５
７

　
　
０
９
０（
２
３
９
４
） 

９
３
１
９

　
川
口
ま
で

（広告）

　
世
界
の
難
民
を
救
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
国
連
の
１
機
関
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

駐
日
事
務
所
が
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
難
民
映
画
祭
で
上
映
さ
れ
た
秀
作

を
中
心
に
、
全
国
20
か
所
で
無
料
上

映
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
20
日
（
土
）・
21
日

（
日
）　※

時
間
詳
細
は
劇
場
ま
で

●
場
所
　
ワ
ー
ナ
ー
マ
イ
カ
ル
福
岡

（
粕
屋
町
大
字
酒
殿
１
９
２
ー
１
・

イ
オ
ン
モ
ー
ル
福
岡
内
）　
☎（
９

３
８
）９
６
６
６

●
上
映
作
品
　「
未
来
を
生
き
る
君

た
ち
へ
」「
灼
熱
の
魂
」

●
料
金
　
無
料
（
事
前
予
約
制
）

●
後
援
　
外
務
省
、
文
部
科
学
省

ヒ
ュ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
2

　
福
岡
法
務
局
で
は
県
下
一
斉
に
境

界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の

無
料
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開
設
し

ま
す
。

●
日
時
　
11
月
11
日
（
日
）　
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
６
階
６
０

５
会
議
室
（
福
岡
市
中
央
区
天
神

　
１
ー
１
ー
１
）

●
内
容
　
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

県
下
一
斉
境
界

　ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談

　
を
法
務
局
職
員
及
び
土
地
家
屋
調

査
士
が
お
受
け
し
ま
す
。

●
相
談
料
　
無
料

●
問
合
せ
　
福
岡
法
務
局
不
動
産
登

記
部
門
　
☎（
７
２
１
）
４
５
７
０
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粕
屋
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
円
滑
で
適
正
に
運
営
す
る
た
め
に
、

公
平
並
び
に
中
立
性
の
確
保
と
地
域

密
着
型
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
の

適
正
な
提
供
を
図
る
目
的
で
運
営
協

議
会
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
広

く
反
映
さ
せ
る
た
め
に
委
員
を
募
集

い
た
し
ま
す
。

●
協
議
会
委
員
の
活
動
内
容
　
年
１

〜
２
回
の
運
営
協
議
会
に
出
席
し
、

ご
意
見
を
う
か
が
い
ま
す
。

●
募
集
人
員

①
40
歳
〜
65
歳
の
介
護
保
険
第
２
号

被
保
険
者
　
１
名

②
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
第
１
号
被

保
険
者
　
　
１
名

●
任
期
　
３
年

●
応
募
方
法
　
氏
名
・
年
齢
・
住
所
、

日
中
連
絡
の
つ
く
連
絡
先
、
職
業
、

応
募
理
由
を
記
載
の
上
、
窓
口
ま

た
は
郵
送
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み

　
粕
屋
町
介
護
福
祉
課
高
齢
者
支
援

係
　
☎（
９
３
８
）
０
２
２
９

　
F
A
X
（
９
３
８
）
９
５
２
２

粕
屋
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
・
地
域
密
着
型
介

護
サ
ー
ビ
ス
運
営
協
議
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す

●
応
募
期
間
　
10
月
１
日
（
月
）
〜

10
月
19
日
（
金
）

※

応
募
多
数
の
場
合
は
、
運
営
協
議

会
の
趣
旨
に
そ
っ
て
書
類
選
考
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

ぷ
ち
エ
ン
ジ
ェ
ル

　
　オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム

　
２
０
０
０
ｇ
未
満
で
お
生
ま
れ
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

気
軽
に
遊
び
集
え
る
場
所
を
提
供
い

た
し
ま
す
。

●
日
時

　午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分

●
講
演

▽
10
月
19
日
（
金
）

・
講
師
　
松
永
紗
也
香
先
生
（
い
ち

ば
ん
星
保
育
士
）　

　「
親
子
で
発
達
に
役
立
つ
楽
し
い

遊
び
を
し
よ
う
」

▽
11
月
16
日
（
金
）

・
講
師
　
村
上
歩
先
生
（
粕
屋
新
光

園
作
業
療
法
士
）　

　「
赤
ち
ゃ
ん
の
運
動
を
伸
ば
す
体

操
を
し
よ
う
」

歴
史
講
座
受
講
生
募
集

　
今
年
発
掘
調
査
を
行
っ
た
奈
良
時

代
の
遺
跡
「
内
橋
坪
見
廃
寺
跡
」
か

ら
出
土
し
た
大
量
の
瓦
の
な
か
に
は
、

出
土
例
の
少
な
い
鬼
瓦
や
赤
色
顔
料

の
付
着
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
糟
屋
郡
最
大
級
の
大

型
掘
立
柱
建
物
跡
も
み
つ
か
り
、
古

代
の
粕
屋
の
地
に
壮
麗
で
格
式
高
い

建
物
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。『
廃
寺
跡
』
と
い

う
も
の
の
、
必
ず
し
も
寺
院
で
あ
っ

た
と
い
う
確
証
は
な
く
、
依
然
と
し

て
謎
の
多
い
遺
跡
で
す
。
そ
の
謎
に

迫
る
べ
く
、
内
橋
坪
見
廃
寺
跡
に
関

連
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
歴
史

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
講
座
名
　
万
葉
歌
人
大
伴
旅
人
も

見
た
!?
「
内
橋
坪
見
廃
寺
跡
の
時

代
と
そ
の
周
辺
」

●
講
座
日
程
と
内
容

▽
第
１
回
　
10
月
27
日
（
土
）

　「
奈
良
時
代
の
寺
院
と
役
所
」
九
州

歴
史
資
料
館
　
杉
原
敏
之
氏

▽
第
２
回
　
12
月
１
日
（
土
）

　「
緊
急
報
告
１
　
古
代
官
道
沿
い

の
大
型
建
物
　
内
橋
坪
見
廃
寺

跡
」
粕
屋
町
教
育
委
員
会
　
西
垣

彰
博

▽
第
３
回
　
１
月
19
日
（
土
）

　「
福
岡
市
域
の
官
衙
関
連
遺
跡
」
福

岡
市
文
化
財
部
　
菅
波
正
人
氏

▽
第
４
回
　
２
月
２
日
（
土
）

　「
緊
急
報
告
２
　
九
州
最
大
級
の

役
所
跡
　
行
橋
市
福
原
長
者
原
遺

跡
」
九
州
歴
史
資
料
館
　
岡
田 

諭

氏
▽
第
５
回
　
３
月
９
日
（
土
）

　「
幻
の
中
世
山
岳
寺
院
　
首
羅
山

遺
跡
」
久
山
町
教
育
委
員
会
　
江

上
智
恵
氏

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
多
目
的
ホ
ー
ル

●
募
集
定
員  

１
４
０
名

●
募
集
受
付
　
10
月
１
日（
月
）よ
り
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
受
講
料
　
資
料
代
５
０
０
円
（
全

講
座
分
の
資
料
を
一
括
し
て
初
回

参
加
時
に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

参
加
回
数
に
関
係
な
く
同
額
で

す
。）

●
申
込
方
法
　
粕
屋
町
立
歴
史
資
料

館
事
務
室
（
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

階
）
へ
直
接
来
館
、
ま
た
は
お
電

話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
月
曜
日

は
電
話
受
付
の
み
）

●
申
込
み
　
〒
８
１
１
―
２
３
１
４ 

粕
屋
町
若
宮
一
丁
目
１
番
１
号
　

　
粕
屋
町
立
歴
史
資
料
館  

☎（
９
３

９
）
２
９
８
４

　（
は
が
き
で
の
申
込
み
可
。
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
く
だ
さ

い
。）

※
会
場
と
申
込
先
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
12
月
14
日
（
金
）

・
講
師
　
今
井
圭
子
先
生
（
ア
マ
テ

ラ
ス
助
産
院
）
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
　「
親
子
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
リ
ラ
ッ

ク
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
よ
う
」

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

〜
午
後
２
時
30
分

●
計
測

　午
後
３
時
〜
午
後
３
時
30

分
　
身
長
、
体
重
測
定
を
行
い
ま

す
●
相
談

　午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分
　
育
児
の
相
談
を
ス
タ
ッ

フ
が
お
受
け
し
ま
す

●
対
象
　
４
歳
未
満
児
（
２
０
０
０

ｇ
未
満
で
出
生
し
た
子
）
と
保
護

者
●
場
所
　
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所
　

２
階
　
デ
イ
ケ
ア
相
談
室
又
は
中

会
議
室
（
粕
屋
町
大
字
戸
原
２
３

５
ー
７
）

●
利
用
　
申
込
み
不
要
（
好
き
な
時

間
に
利
用
で
き
ま
す
）

●
費
用
　
無
料

●
問
合
せ
　
福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉

事
務
所
　
健
康
増
進
係

　
担
当
　
山
口
・
江
崎

　
☎（
９
３
９
）
１
５
３
４
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町
内
３
か
所
の
ふ
れ
あ
い
農
園
に

空
き
区
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
申
込
資
格
　
粕
屋
町
に
住
民
票
を

有
す
る
方
（
同
一
世
帯
で
一
区
画

の
み
）

●
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
使
用

申
込
書
（
役
場
地
域
振
興
課
窓
口
）

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希

望
地
区
・
面
積
を
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
募
集
区
画

▽
戸
原
（
は
こ
ぶ
ね
幼
稚
園
近
く
）　

15
㎡
６
区
画
、
30
㎡
12
区
画

▽
内
橋
（
福
岡
青
洲
会
病
院
近
く
）　

15
㎡
６
区
画
、
30
㎡
１
区
画

▽
仲
原
（
仲
原
幼
稚
園
向
か
い
側
）　

15
㎡
６
区
画
、
30
㎡
１
区
画

※

区
画
数
は
増
減
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

●
使
用
料

　
▽
15
㎡
＝
年
額
３
千
円

　
▽
30
㎡
＝
年
額
５
千
円

●
使
用
決
定
　
使
用
者
及
び
区
画
は
、

抽
選
に
よ
り
決
定

●
募
集
締
切
　
10
月
19
日
（
金
）

※

ハ
ガ
キ
は
締
切
日
ま
で
必
着
の
こ

と 粕
屋
町
ふ
れ
あ
い
農
園
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

●
抽
選
日
時
　
10
月
24
日
（
水
）

　
午
前
10
時
開
始

●
抽
選
場
所
　
粕
屋
町
役
場
２
階
　

大
会
議
室

●
注
意
事
項

・
抽
選
会
は
時
間
厳
守
で
す
。
時
間

を
過
ぎ
る
と
失
格
と
な
り
ま
す
。

・
使
用
料
、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

・
申
込
人
が
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、

代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
）
の
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
（
欠
席
の
場

合
は
失
格
と
な
り
ま
す
）。

・
既
に
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
地
域
振
興
課
農

政
係
　
☎（
９
３
８
）
０
１
９
４

御

　
礼

寄
附
受
納
団
体

寄
　
贈
　
主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
の
方
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
者
原
上

小
出
　
親
子

小
出
　
一
好

80

８
月
１
日
〜
８
月
31
日
（
敬
称
略
）

24　年

前年対比

37

ー5

　0

±0

49

ー14

301

＋9

　0

－2

391

＋24

7月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発生件数

7月中 7月中 7月中

負傷者数死者数区分

1 0 月 の 税 金

町の人口

24年

23年

22年

人　口 男 女 世帯数

8月末現在

43,730

42,858

42,439

21,574

21,158

21,046

22,156

21,700

21,393

17,712

17,225

16,997

納め忘れていませんか
９月の
税　金

町・県民税　　　第３期
国民健康保険税　第５期

国民健康保険税 第４期

　
10
月
15
日
（
月
）
か
ら
21
日
（
日
）

ま
で
は
秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕

事
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
や
お
問
い

合
わ
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

秋
の
行
政
相
談
週
間
の

お
知
ら
せ

暴
力
被
害
集
中
相
談

　
行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ま
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政
の
し
く

み
や
手
続
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政

機
関
へ
通
知
し
て
、
そ
の
解
決
の
促

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
次
の
と
お
り
特
別
行

政
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
特
別
行
政
相
談
】

●
日
時
　
10
月
16
日(

火)

　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
行
政
相
談
委
員

　
▽
鳥
飼
裕
子
さ
ん

　
▽
安
松
初
美
さ
ん

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
課
　
☎（
９
３
８
）
０
１
７
３

【
合
同
行
政
相
談
】

●
日
時
　
10
月
18
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
レ
ソ
ラ
N
T
T
夢
天
神
ホ

ー
ル
（
レ
ソ
ラ
天
神
ビ
ル
５
階
）

●
参
加
機
関
・
団
体
　
23
機
関
・
団

体
（
予
定
）

　
詳
し
く
は
、
総
務
省
九
州
管
区
行

政
評
価
局
　
☎（
４
３
１
）
７
０
８
１

ま
で
。

　
暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害
者

の
早
期
救
済
を
目
的
に
、
警
察
、
弁

護
士
会
、
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
連
携
し
て
、
次
の
と
お

り
面
接
、
電
話
に
よ
る
集
中
相
談
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
10
日(

土)

　
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
福
岡
市
暴
力
追
放
相
談
セ

ン
タ
ー（
福
岡
市
役
所
２
階
）　

　
☎（
７
１
１
）４
０
７
６

●
問
合
せ
　
福
岡
暴
力
追
放
運
動
推

進
セ
ン
タ
ー
　
☎（
６
５
１
）８
９

３
８
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印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

10月の行事予定表10月の行事予定表

11月上旬の行事予定表11月上旬の行事予定表

健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
がん総合検診、被扶養者特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 
がん総合検診、被扶養者特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 玉入れ遊び
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 親子ふれあい遊び

第12回YOSAKOIかすや祭り
 12:00～18:00 

かすやドームほか
　　　　　　 10:00～19:00 　　 
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 栄養士によるお話し会　※要予約
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 2階防災会議室
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 メンコ遊び
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 バス遠足　※要予約
10か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成23年12月生まれの児
町立保育所(3園）運動会   仲原・西・中央保育所
大川幼稚園運動会  大川小グラウンド 
仲原幼稚園運動会 

9:00～12:00
 仲原小グラウンド 

西幼稚園運動会  西小グラウンド 
中央幼稚園運動会  中央小グラウンド 
日曜パパママ学級 10:00～12:00 健康センター 対象の方には通知いたします
特別行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成22年6月生まれの児
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 お店屋さんごっこ
マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 前日までに予約してください
赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 おもちゃ作り
4か月児健診 13:20～13:50 健康センター 平成24年6月生まれの児
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
お楽しみ園庭開放 10:00～11:00 中央保育所 運動会ごっこ
第36回小学生ソフトボール大会 7:45～　　　 粕屋東中学校 
国保特定健診、後期高齢者基本健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
国保特定健診、後期高齢者基本健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
国保特定健診、後期高齢者基本健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 お店屋さんごっこ
4か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成24年6月生まれの児
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 2階防災会議室
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 講習会（おもちゃについて）　※要予約
1歳6か月児健診 12:50～13:50 健康センター 平成23年3月生まれの児
3歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成21年9月生まれの児
法務総合相談 10:00～15:00 福祉センター 受付9:30～14:00
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 10月のお誕生会（お店屋さんごっこ）

1　(月)
 
 

2　(火)
 
 
 

3　(水)
 

4　(木)
 
6　(土)
7　(日)

10　(水)
 

 11　(木)
 
 
 
13　(土)

14　(日)

 
 

16　(火)
 
 

17　(水)
 
 

18　(木)
 

19　(金)
 

21　(日)
 
22　(月)
23　(火)

24　(水)
 

25　(木)
 
 
 
26　(金)
30　(火)
31　(水)

婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 散歩
婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします

1　(木)
 
 
2　(金)


